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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
は
十
二
支
の
は
じ
め
の
干

支「 
子 
」年
。「
子
」は
字
の
ご
と
く
新
し
い

ね

生
命
の
誕
生
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。民
話
で
、神
様
が
十
二
支
の

動
物
を
決
め
る
時
に
、元
日
の
朝
、新
年

の
あ
い
さ
つ
に
来
た
順
番
に
決
め
る
と
し

た
の
で
、歩
く
の
が
遅
い
牛
は
早
め
に
行

か
な
く
て
は
と
思
い
、早
速
出
か
け
一

番
早
く
家
の
前
に
着
い
た
時
に
、牛
の
背

中
の
上
に
乗
っ
て
い
た 
鼠 
が
、門
の
扉
が

ね
ず
み

開
い
た
瞬
間
に
家
の
中
に
入
っ
た
の
で
、

一
番
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
有
名
で
す
。

「
子
」が「
鼠
」に
例
え
ら
れ
た
話
で
し
た

が
、「
〇
七
年
問
題
」と
言
わ
れ
て
き
た

「
団
塊
の
世
代
」の
中
心
に
い
る
の
が
、こ

の「
子
」年
生
ま
れ
の
世
代
の
方
々
で
す
。

日
本
の
戦
後
は
、こ
の
団
塊
の
世
代
と
一

緒
に
歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
な
が
ら
、団

塊
世
代
と
対
照
的
に
、今
や
少
子
社
会

に
突
入
し
、逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
人
口
形
態

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、高
齢
者
の
方

の
声
を
お
聞
き
し
ま
す
と
、「
若
い
と
き

に
は
感
じ
な
か
っ
た
が
、病
気
の
こ
と
が

心
配
に
な
っ
て
き
た
」「
寝
た
き
り
に
で

も
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」と
い
う
健
康

面
の
心
配
が
一
番
大
き
い
よ
う
で
す
。一

方
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
汗
を

流
す
元
気
な
方
も
多
く
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、卓
球
な
ど
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、文
化
面
で
も

お
花
、お
茶
、絵
画
、詩
吟
な
ど
、上
手
に

時
間
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。最
近
で
は
、

年
齢
に
よ
っ
て
前
期
高
齢
者
、後
期
高
齢

者
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、高
齢
者
層
を
支
え
る
の
が
少
子
化

時
代
の
方
々
で
す
。厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、知
恵
と
工
夫
で

後
世
に
つ
け
を
残
さ
な
い
政
策
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、「
ま
つ
り
と
雪
の
ふ
る
さ

と
」を
掲
げ
る
本
市
は
、昔
か
ら
交
通
の

 
要
衝 
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
き
た
と

よ
う
し
ょ
う

こ
ろ
で
す
。新
幹
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し

て
の
利
点
も
生
か
し
て
、一
層
の
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
に
は
、魅
力
が
大
切
で
す
。 美  
味 

お 

い

し
い
情
報
、楽
し
い
情
報
、人
の
情
報
、文

化
的
情
報
は
そ
の
基
本
で
す
。新
庄
は
、

「
う
ま
い
米
と
清
い
水
の
ま
ち
」、「
馬
刺

し
と
納
豆
汁
で
、あ
が
ら
し
ゃ
れ
」、「
蕎

麦
が
香
る
、そ
ば
道
楽
の
ま
ち
」、「
愛
を

と
り
も
つ
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
」、「
泉
田
い

も
の
こ
で
、い
も
煮
会
」「
地
酒
・
最
上
川

が
飲
め
る
ま
ち
」で
す
。こ
う
し
た
食
文

化
の
情
報
や
、「
カ
ド
焼
き
ま
つ
り
」、「
新

庄
ま
つ
り
」、「
も
が
み
大
産
業
ま
つ
り
」、

「
雪
ま
つ
り
」、「
民
話
ま
つ
り
」、「
ひ
な
ま

つ
り
」な
ど
の
ま
つ
り
情
報
、旧
矢
作
家

住
宅（
国
指
定
重
要
文
化
財
）、新
庄
藩

主
戸
沢
家
墓
所（
国
指
定
史
跡
）、萩
野

 
石
動 
神
社
の
親
杉（
県
指
定
天
然
記
念

い
す
る
ぎ

物
）、産
直
ま
ゆ
の 
郷 （
農
家
直
売
所
）、

さ
と

新
庄
東
山
焼
、造
り
酒
屋
、最
上
公
園
、

ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー（
山
車
会
館
）、

雪
の
里
情
報
館
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し

な
が
ら
、「
も
て
な
し
」の
心
を
大
切
に

し
、人
か
ら
人
へ
と
活
気
が
伝
わ
る
よ
う

な「
ま
つ
り
の
里
づ
く
り
」に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
子
」年
に
か
け
て
、口
コ
ミ
が
ね
ず
み

算
の
よ
う
に
広
が
り
を
見
せ
、「
人
行
き

か
う
ま
ち
、人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
、人
学
び

あ
え
る
ま
ち
」新
庄
市
へ
と
飛
躍
す
る
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
市
政
運
営
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

魅
力
満
載「
ま
つ
り
の
里
づ
く
り
」

　
「
人
行
き
か
う
ま
ち
、
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
、

　
　

人
学
び
あ
え
る
ま
ち
」が
似
合
う
新
庄
市

�������������������������������������������������������������������
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近岡画伯の絵画が
ふるさと新庄へ
故近岡善次郎画伯の絵画寄贈

　

昨
年
六
月
に
九
十
二
歳
で
生

涯
を
終
え
た
、新
庄
市
名
誉
市

民
の
故
近
岡
善
次
郎
氏
の
ご
遺

族
か
ら
、画
伯
の
作
品
百
三
十

四
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
作
品
は
、六
号

か
ら
百
五
十
号
の
油
彩
画
百
二

十
七
点
、水
彩
画
七
点
で
、お
も

に
新
庄
・
最
上
の
風
土
や
民
俗

を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

画
伯
の
妻
・
朋
子
さ
ん
は
、

「
近
岡
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
ふ

る
さ
と
新
庄
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、市
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
、ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン

タ
ー
内
名
誉
市
民
特
別
記
念
室

の
内
容
充
実
と
多
く
の
市
民
の

芸
術
文
化
へ
の
理
解
と
認
識
を

高
め
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▲母子像Ａ（水彩画／P12号）

一
、〇
〇
〇
点
も
の「
明
治
の
西
洋
館
シ
リ
ー

ズ
」や
母
子
像
、東
北
地
方
の
風
土
を
数
多
く

描
き
続
け
た
近
岡
画
伯
で
す
が
、確
認
さ
れ
て

い
る
自
画
像
は
二
点
の
み
。こ
の
油
彩
画
は
、鏡

に
映
る
自
分
の
姿
を
見
な
が
ら
描
き
あ
げ
た
た

め
、あ
え
て
左
手
に
絵
筆
を
持
た
せ
た
珍
し
い

作
品
。正
装
で
画
面
に
向
か
う
若
き
日
の
画
伯
、

新
庄
駅
前
に
あ
っ
た
ア
ト
リ
エ
内
で
の
姿
と
思

わ
れ
ま
す
。

▲画伯の妻・朋子さんから山尾新庄市長に寄贈書が渡される
　（11月27日）

▲自画像Ｂ（油彩画／P30号）

▲食卓のパンジー（油彩画／Ｆ15号）▲雪ふり（油彩画／Ｆ15号）

▲冬の新庄（油彩画／Ｐ12号）▲農夫（油彩画／Ｐ50号）
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■  

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
実
施
方
法

　

市
で
は
、前
年
度
の
事
務
事
業
の
内

容
を
多
角
的
視
点
で
評
価
し
た
う
え
で
、

現
状
の
課
題
・
問
題
点
を
整
理
し
、今
後

の
行
政
運
営
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た

め
に
、次
の
よ
う
な
内
容
で
行
政
評
価

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■  

評
価
の
目
的

○
行
政
の
説
明
責
任
と
透
明
性
の
確
保

行
政
の
施
策
内
容
や
結
果
を
市
民
に
明

ら
か
に
し
ま
す
。

○
行
政
の
効
率
化

限
ら
れ
た
財
源
・
人
材
を
効
率
的
に
活

用
し
、効
率
的
行
政
運
営
の
阻
害
要
因

を
改
善
し
ま
す
。

○
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

目
標
と
コ
ス
ト
意
識
の
高
揚
な
ど
職
員

の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

■ 

評
価
の
対
象

　

評
価
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、市
の
方

針
や
計
画
を
示
し
て
い
る
政
策
や
施
策
、

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
のののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
をををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

行
政
評
価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

実
際
に
行
っ
て
い
る
事
務
事
業（
実
施
計

画
）の
三
つ
が
あ
り
ま
す
が
、評
価
の
し
や

す
さ
か
ら
、日
常
業
務
と
し
て
実
施
し
て

い
る
事
務
事
業
を
評
価
対
象
と
し
ま
し

た
。今
後
、事
務
事
業
評
価
の
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
習
熟

を
図
り
、施
策
評
価
や
政
策
評
価
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
十
八
年
度
実
施
事
業
か

ら
、全
事
務
事
業
を
画
一
的
に
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、事
業
内
容
に
応
じ
て
選

別
基
準（
図
１
）を
設
け
、市
の
裁
量
に

よ
り
実
施
し
た
事
業
の
成
果
を
明
確
に

す
る
た
め
、評
価
事
業
と
説
明
事
業
に

区
分
し
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

■ 

評
価
の
方
法

　

市
民
の
視
点（
事
業
の
有
効
性
・
必
要

性
）、コ
ス
ト
の
視
点（
事
業
の
効
率
性
）、

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点（
事
業
の
プ
ロ
セ

ス
改
善
）、組
織
人
材
の
視
点（
組
織
体

制
）の
四
つ
の
視
点
か
ら
評
価
し
ま
し
た
。

　

事
務
事
業
の
実
施
効
果
を
業
務
内
容

（
指
標
）に
応
じ
た
具
体
的
な
数
値
目
標

に
対
す
る
達
成
状
況
を
評
価
す
る
絶
対

評
価
と
、本
来
そ
の
事
業
を
実
施
す
べ
き

か
、計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
な
ど
の

項
目
別
評
価（
相
対
評
価
）を
用
い
て
評

価
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
の
評
価
も
点
数
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、客
観
性
を
持
ち
比

較
・
検
証
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、事
業
の
目
的
や
効
果
を
評
価
・
改
善
し
な
が
ら

効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業
四
二
二
件
の
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選別基準 

法令等で義務付けられる事業 

国・県の法令等で定められた義
務的な事業で市に裁量の余地が
ない事業 
 

評価対象が市内部に係る事業 

対象が市役所内部のみで市民サー
ビスに直結しない、政策的に行うか行
わないか、手段、成果の検討する余
地がない事業 

事業完了に複数年を要す事業 

計画から完了まで複数年を要す
建設工事など、完了して初めて
市民の視点から成果を評価でき
る事業 

市の裁量により実施している事
業で、実施手段・方法等の改善
を図ることで成果をコントロー
ルできる事業 

説
明
事
業 

平
成
18
年
度
実
施
事
務
事
業 

評
価
事
業 

（図1） 

行政評価システムとは
　行政評価システムとは、どれだけの予算額や人員を投入して「どのような

成果があったか」「当初予定していた成果が着実に上がっているか」など、行

政活動の目的を明確にしながら行政活動の効果を数値化し、市民の視点に

立って評価するものです。

　管理サイクル［ＰＬＡＮ（計画）→ＤＯ（実践）→ＣＨＥＣＫ（評価）

→ＡＣＴＩＯＮ（改善）］を行政活動に取り入れながら、行政の意思決定

から評価・見直しまでの過程を明らかにする方法です。

　また、評価結果を皆さんに公表することにより、行政の透明性の確保、

市民と行政とのパートナーシップづくりなどに役立てます。
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■  

評
価
の
主
体

　

行
政
評
価
は
事
務
事
業
の
担
当
課
が

行
う
自
己
評
価
で
あ
り
、再
評
価（
二
次

評
価
）は
行
い
ま
せ
ん
。担
当
課
が
責
任

を
も
っ
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

有
識
者
や
市
民
な
ど
職
員
以
外
か
ら

評
価
し
て
い
た
だ
く
外
部
評
価
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、市
で
は
市

振
興
計
画
審
議
会
委
員
に
よ
る
第
三
次

振
興
計
画
後
期
五
箇
年
基
本
計
画
の
進

行
管
理
や
、六
月
に
実
施
し
た
重
点
施

策
に
対
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
外
部

評
価
と
し
て
位
置
付
け
、そ
の
結
果
を
事

務
事
業
評
価
に
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

■  

評
価
結
果
の
活
用

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
、「
経
営
」の

感
覚
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。行
政
経
営
の
基
軸
に
な
る
の
が
行
政

評
価
で
す
。評
価
結
果
に
基
づ
き
、予
算

編
成
な
ど
の
財
政
運
営
や
職
員
の
適
正

配
置
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

■  

評
価
結
果
の
公
表

　

評
価
結
果
は
す
べ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

市
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
お
知
ら
せ
や

政
策
経
営
課
と
図
書
館
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

よ
り
効
果
的
な
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に

す
る
た
め
、評
価
方
法
や
評
価
結
果
に
つ
い

て
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総合評価結果一覧表
■ 20年度に向けての方向性（評価結果）

内　　訳
評価事業説明事業事業数

統合縮小拡大継続終了休止廃止 

2216243823276146422

■ 主な内訳

担当課事務事業名区分

福祉事務所

進行性筋萎縮症者療養等給付事業

廃止 障害児タイムケア事業

施設協会等支援事業

農林課
バイオマス堆肥製造施設整備事業

休止
バイオマス利活用実証事業

福祉事務所災害対策調査事業

終了

環境課避難所標識整備事業

健康課
夜間救急診療事業 （夜間休日診療所の開設により終了）

夜間休日診療所開設事業（開設準備が終了）

農林課ナラ枯れ被害木薬剤処理業務事業

学校教育課安全通学プラン事業（計画策定検討委員会が終了）

生涯学習課子ども居場所づくり事業

農業委員会事務局農地流動化支援事業

福祉事務所小規模作業所助成事業（心身障害・精神障害）
縮小

水道課水道料金賦課収納事業

農林課
営農飲雑用水施設管理運営事業

統合
農業集落排水施設管理運営事業

担当課事務事業名区分

総務課協働推進事業

拡大

健康課
保健センター管理運営事業

乳幼児医療給付事業

下水道課公共下水道管渠整備事業

水道課水道施設建設改良事業

学校教育課

教育研究所運営事業

小学校教育振興事業（学力・知能検査費等）

中学校教育振興事業（学力・知能検査費等）

国際理解教育・外国語教育推進事業

通学手段確保対策事業

中学校整備事業

小学校整備事業

「山大エリアキャンパスもがみ」運営事業

生涯学習課

市民活動支援事業

山形県総合美術展覧会巡回展

歴史センター資料収集、保存、調査研究事業

■用語の定義
○廃止／目的達成、必要性希薄により18年度末で廃止とした事業
○休止／19年度以降、当分の間、休止とした事業
○終了／計画的事業で18年度末で終了した事業
○継続／現在と同等の事業規模で継続すべき事業
○縮小／手段・方法等の改善を図り、
　　　　事業規模を縮小して継続すべき事業
○統合／他の事務事業と統合し、効率化を図るべき事業
○拡大／予算・人員等事業規模を拡大して継続すべき事業

これは19年7月26日現在における18年度実施事務事業

の評価結果です。評価を実施した時点ですでに19年度予

算は執行されていますので、この評価結果は20年度に向

けた事務事業の方向性を示したものとなっています。

◎詳しくは、政策経営課企画政策室�内線242

Eメール　kikaku@city.shinjo.yamagata.jp
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■時間外勤務手当の状況（一般会計決算）

職員1人当たり支給年額支給総額区 分

9万9千円3,464万8千円18年度

16万7千円6,066万6千円17年度

※選挙事務従事者の時間外勤務手当を含みます。
17年度は市長選挙と衆議院議員選挙が行なわれました。

■退職手当の状況（19年4月1日現在）

その他の加算措置最高限度額
支　　給　　率

区　分
勤続35年勤続25年勤続20年

�定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
�退職時特別昇給4号給（20年以上勤続者）

59.28月 分47.5月 分33.5月 分23.5月 分自己都合

59.28月 分59.28月 分41.34月 分30.55月 分勧奨・定年

※18年度の平均支給額は2,692万2千円です。

■期末・勤勉手当の状況（19年4月1日現在）

勤勉手当期末手当
区 分

国市国市

0.725月 分0.65月 分1.40月 分1.35 月 分6月期

0.725月 分0.70月 分1.60月 分1.50月 分12月期

1.45月 分1.35月 分3.00月 分2.85月 分計

本市の職員給与等と人事行政の運営等の概要をお知らせします 。
職員の給与は、 山形県人事委員会の勧告および県内自治体との均衡を考慮し、 市議会の審議を経て市条例で
定められています 。財政再建を進めるため、 市独自の人件費削減対策として 、 市長など特別職の給与の削減、 職員
の管理職手当と期末勤勉手当の削減を行っています 。また、 平成19年度の職員数は361人、 前年比10人の減員と
なっています 。

■扶養手当・住居手当・通勤手当の状況（19年4月1日現在） （月額）

通　勤　手　当住　居　手　当扶　養　手　当

交通機関利用（限度額）
55,000円

　
交通用具利用（限度額）

44,900円

借家（限度額）
27,000円

　
持　家

3,000円　 

配　偶　者 13,000円

一般の扶養親族 6,000円

配偶者が扶養親族でない場合1人のみ 6,500円

配偶者がいない場合1人のみ 11,000円

特定扶養親族 1人につき5,000円加算

※「特定扶養親族」とは、満16歳から満22歳までの扶養親族である子をいいます。
※「交通用具」とは、自動車・バイクなどをいいます。

■特別職の給料等の状況（19年4月1日現在） （月額）

報　　　　酬給　　　　料
区　分

議　員副議長議　長教育長副市長市    長

370,000円395,000円448,000円590,000円700,000円920,000円19年12月まで

370,000円395,000円448,000円590,000円420,000円460,000円20年1月から

※平成19年10月から、副市長は不在です。

■特別職の期末手当の状況（19年4月1日現在）

合　　計12　月　期6　月　期

月額×1.4×3.3月分月額×1.4×1.625月分月額×1.4×1.525月分

※平成19年度は、上記の計算式により算出された額から、市長は82％、副市長は49％、教育長は33％、市議会議員は14.3％をそれぞれ減額し
ています。

人
事
行
政
の
運
営
状
況

（
平
成　

年
度
）

18

職
員
の
勤
務
時
間
と
勤
務
条
件

標
準
的
な
勤
務
時
間
に
つ
い
て

●
勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で（
休
日
を
除
く
）

●
1
日
の
勤
務
時
間　

8
時
間（
午
前

8
時　

分
〜
午
後
5
時　

分
）

30

15

休
暇
制
度
に
つ
い
て

●
年
次
有
給
休
暇
の
状
況　

平
均
取
得

日
数
9
・
2
日（　

年
1
月
〜　

月
）

18

12

職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

●
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
の
服
務
の
状
況

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
、次

の
よ
う
な
職
務
上
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

法
令
等
及
び
上
司
の
職
務
上
の
命
令

に
従
う
義
務
／
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

／
秘
密
を
守
る
義
務
／
職
務
に
専
念
す

る
義
務
／
政
治
的
行
為
の
制
限
／
争
議

行
為
等
の
禁
止
／
営
利
企
業
等
の
従
事

制
限

●
服
務
義
務
違
反
に
よ
り
処
罰
さ
れ
た

事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の
評

定
の
状
況

研
修
の
状
況

　

山
形
県
市
町
村
職
員
研
修
所
で
行
わ

れ
る
一
般
研
修
お
よ
び
専
門
研
修
へ
の

参
加
な
ど
に
よ
り
、専
門
的
な
知
識
や
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■一般職の職員の任免及び職員数に関する状況
17年度18年度19年度区　分

378人371人361人職 員 数

――3人採用者数

7人13人―退職者数

※一般職とは、市長、副市長および議会の議員を除き、教育長を含む職員をいいます 。

■ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

17年18年19年区　分
95.496.496.9新 庄 市

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の水
準を表しています。19年度において市は県内13市のうち7番目です。職員
給与の独自削減として給料月額に換算して平均約3.7％独自削減を行っ
ていますが、指数の計算上、この削減による影響は含まれていません。

市職員の給与・ 人事行政の公表

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（19年4月1日現在）

20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満区　　分

378,400円322,900円287,100円大学卒
一般行政職

323,500円288,100円243,700円高校卒

310,500円283,100円230,200円高校卒技能労務職

■初任給の状況（19年4月1日現在）

国新   庄   市
区　　分

採用2年経過後初　任　給採用2年経過後初　任　給

184,200円172,200円182,200円170,200円大学卒
一般行政職

148,500円140,100円146,700円138,400円高校卒

145,500円137,200円141,700円134,000円高校卒技能労務職

■一般行政職の級別職員数の状況（19年4月1日現在）

6級5級4級3級2級1級区　　　分

課 長・
主 幹

室 長・
担当主査主 査主 任主事・技師標準的な職務内容

235056461810職員数（人）

11.324.627.622.78.94.9構成比（％）

※一般行政職とは、税務職、保育士、技能労務職などを除く一般職の職員をいいます 。

技
能
の
習
得
お
よ
び
人
材
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

　

人
事
行
政
の
公
正
な
基
礎
資
料
の
一

つ
と
す
る
た
め
に
、昇
給
時
期
に
勤
務
成

績
の
評
定
を
行
い
ま
す
。

●
評
価
対
象
職
員
：
3
7
0
人

職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保
護
の
状
況

福
利
厚
生
制
度
に
関
す
る
状
況

●
定
期
健
康
診
断
受
診
者
数

　

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
3
1
9
人

公
務
災
害
補
償
制
度

●
加
入
団
体　

地
方
公
務
員
災
害
補
償

基
金

●
災
害
件
数
：
3
件

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の
状
況

　

職
員
か
ら
給
与
、勤
務
時
間
な
ど
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
が

あ
っ
た
場
合
に
、審
査
・
判
定
を
行
い
、要

求
が
適
当
な
も
の
と
判
定
し
た
場
合
に

は
、必
要
な
勧
告
を
行
い
ま
す
。

●　

年
度
末
係
属
件
数
：
0
件

17
●　

年
度
中
要
求
件
数
：
0
件

18
●　

年
度
末
係
属
件
数
：
0
件

18
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
の
状
況

　

職
員
か
ら
懲
戒
な
ど
の
意
に
反
す
る

不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
不
服
申
立
が

あ
っ
た
場
合
、審
査
を
行
い
、必
要
が
あ

る
場
合
に
は
処
分
の
取
消
し
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
該
当
す
る
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■年齢別の職員数の状況（19年4月1日現在）

合　計20～25～2130～2635～3140～3645～4150～4655～5160～56年　齢

360人0人4人14人32人46人47人51人73人93人職 員 数

100.0％0.0％1.1％3.9％8.9％12.8％13.1％14.2％20.3％25.8％構 成 比

※市長、副市長、教育長および議会の議員を除きます。

■給与費の状況（19年度一般会計当初予算）

338人職　員　数（A）

14億6,337万7千円給料給　

与　

費

1億6,199万4千円職員手当

5億4,314万6千円期末勤勉手当

21億6,851万7千円合計（B）

641万5千円職員1人当たり給与費（B／A）

※職員手当には退職手当は含みません。特別職、上・下水道などの企業会計を除きます 。

■人件費の状況（18年度一般会計決算）

住民基本台帳人口（年度末）  40,193人

131億2,979万1千円歳出額（A）

30億7,717万7千円人件費（B）

23.4％人件費率（B／A）

22.8％（参考）前年度人件費率

※人件費には、特別職（市長、副市長および議会の議員）
に支給される給料・報酬等を含みます。

■職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（19年4月1日現在）

山形県（参考）新　庄　市
区    分

平均給料月額平均年齢平均給料月額平均年齢

361,300円43歳4月360,600円45歳8月一般行政職

324,200円42歳2月366,800円50歳9月技能労務職
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20年度「特定健診・がん検診」申込書の配布
◎健康課健康推進室 �内線513

特定健診Ｑ＆Ａ
Ｑ.国保に加入していない人の健診の申し込みはどうなりますか？
Ａ.特定健診は加入先の医療保険者が実施することになり
ます 。 市で実施する「特定健診」は国民健康保険加入者
だけですが 、「がん検診」は加入している保険の区別なく、い
ままでどおり希望する人は受診できますのでお申し込みくだ
さい。 
Ｑ.75歳以上ですが、健診は受けられますか？
Ａ.75歳以上の人の医療保険者は｢後期高齢者医療広域連
合｣となります 。市が健診の委託を受け実施しますのでいまま
でどおりお申し込みください。

忘れずに提出ください
　20年度の『特定健診・がん検診申込書』を1月下旬に区長
を通じて配布します。対象は40歳以上です。健康診査のご案
内（記入例）を参考に記入してください。配布された申込書は、
2月5日�まで市健康課または区長（隣組長）へ受診の有無
にかかわらず全世帯提出してください。

特定健診が始まります
　これまで実施していた「基本健診」は老人保健法という法
律に基づいて実施されていましたが 、この法律が「高齢者医
療確保法」に改正され、生活習慣病予防に着目して実施され
るのが今回の「特定健診・特定保健指導」です 。

特定健診の対象者
　特定健診・特定保健指導は、加入先の医療保険者（保険
証で確認できます）が実施することになりました。対象は40歳
から74歳の人です 。市が行う特定健診の対象者は、国民健
康保険加入者だけとなります 。

メタボ対策としての新しい健診項目
　新しい健診では、内臓脂肪型肥満を見つけるための「腹囲
測定」などの項目が増えています 。メタボリックシンドロームの原
因となる内臓脂肪型肥満の人は、高血圧、脂質異常症、糖尿
病などになりやすいことがわかっています 。メタボリックシンドロー
ム該当者やその予備軍を早期に把握し、疾病の予防に向けた
生活習慣の見直しや生活習慣改善に向けた支援を行います 。

　国から地方への税源移譲により、所得税が減額となり、控除
できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末
までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、所
得税から控除しきれなかった額がある場合は、市に「市県民税
住宅借入金等特別税額控除」の申告をすることにより、翌年
度の市県民税（所得割）から控除できます。

◆市県民税の住宅ローン控除の適用を受けるには毎年申告
が必要です！ 申告されない場合は控除できません。

「市県民税住宅借入金等特別
税額控除申告書」の提出方法

住民税の住宅ローン控除の
適用を受ける人

申告書に源泉徴収票を添付し
市へ提出

所得税の確定申告をしない人
（給与所得者で事業所での年末
調整で控除している人）

所得税の確定申告書とともに
税務署へ提出所得税の確定申告をしている人

Ｑ． 市県民税の住宅ローン控除額
はどう決まるの？
Ａ． 市県民税の住宅ローン控除額
は、所得税の住宅ローン控除で控
除できる額（可能額）と税源移譲前
の税率で算出した所得税額のいず
れか少ない金額から所得税の住宅
ローン控除額を差し引いた金額と
なります。

Ｑ． どのような場合に、市県民税の
住宅ローン控除の対象となるの？
Ａ． 給与所得者は、平成19年分の
給与所得の源泉徴収票の摘要欄に
「住宅借入金等特別控除可能額」
が記載され、この金額が源泉徴収
票の「住宅借入金等特別控除の
額」より大きい場合に、住民税の住
宅ローン控除の対象となります。

Ｑ． 平成19年以降に入居した場
合は？
Ａ． 市県民税の住宅ローン控除の
適用はありません。所得税におい
て、新たな住宅ローン控除制度の
特例が設けられましたので、新庄
税務署（�22-5111）にお問い合
せください。

－ ＝ 
－ ＝ 
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これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

 申告期限は平成20年3月17日です 

市県民税の住宅ローン控除
◎税務課課税室 �内線142・143～所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかったときは？～
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その5 集まるときの持ち物は・・・
パーティのときは、マイはし・マイカップを持っていこう！
割りばし、紙皿、紙コップなど使い
終わったらごみになります。
マイはし・マイカップを持っていって
はどうですか。

その6 集まるときの料理は・・・
パーティ料理は、エコクッキングに挑戦してみよう！
野菜の下ごしらえに電子レンジを
使用したり、ガスコンロの炎をなべ
底からはみ出さないように調整する
などを実践しよう。

その7 集まるときの演出は・・・
キャンドルの灯りでロマンチックな演出をしてみては！
電気、テレビなどをつけずキャンド
ルの灯りで過ごしてみよう。

●チーム・マイナス6％ホームページ
　http://www.team-6.jp

◎詳しくは、環境課環境保全室へ。�内線431

いきいき

新庄人

萩野小学校
二枚橋冬季分校

齋藤 直哉さん（萩野）　

　「本当にいい職場を与えてもら

いました。一緒に過ごした子どもた

ちや地域の方々、本校の先生への

感謝の気持ちでいっぱいです」と

教員生活を振り返る齋藤さんは、昨年12月に閉校した県

内最後の冬季分校“萩野小学校二枚橋冬季分校”の先生

として32年間、子どもたちの指導にあたってきました。

　「萩野小学校二枚橋分校は、本校まで約4キロ離れてい

て冬季間の交通手段がなく通学が困難なことから昭和

23年に二枚橋公民館に開校しました。毎年12月から翌

年3月までの4カ月間、1年生から3年生までを対象に開

校し、これまで約160人が分校で学んできました。平成

19年4月からの市営バスの運行によって通学手段が確保

されたことから、約60年の歴史に幕が下ろされました。

　分校にはさまざまな思い出があります 。子どもたちと一

緒にかくれんぼをしたり、一緒にごはんを作ったり、春に

はスキーをはいてかた雪すべりをしたり、小さな分校だ

からこそできたすばらしい思い出ばかりです 。そして子ど

もたちの成長を間近に感じながら一緒に過ごしたことが

何よりの思い出です 。

　分校は地域の方々に支えられてきました。おさいどや

スキー大会など地域の行事が分校を中心に行われ、地域

の方々を分校に招いての食事会など、多くの交流の場が

分校にあったことも良い思い出です。

　この地区では、地域の子どもから大人まで全員が顔見

知り。よその子を褒めたり叱ったりと地域の子どもは地域

で育てるといった昔からの風潮が残っています 。これは分

校がなくなってからも続いていくことと思います 。

　現在は、農業のかたわら週に1度、子どもたちに習字を

教えています 。また、卒業した教え子から受験の相談を受

けたり、結婚の報告があったりと子どもたちとの縁もずっ

と続いています 。これから

も地域の子どもたちの成

長を見守りながら、お世話

になった地域のみなさん

に恩返ししていきたいで

す」と齋藤さんは、優しい

笑顔で話してくれました。

地域の子どもは
地域で育てる

うちエコとは、「家（うち）」の中からできる地球温暖
化対策のことです。家族団らんや友達同士で集まって、鍋などを
つついて、心も体も温かくして、たのしいエコライフを実践しましょう。
その1 集まるときは・・・
 車を使わず、電車・バス・歩きで集まろう！
 自動車で移動するよりもCO2削減に繋がります。　
その2 それでも車のときは・・・エコドライブをしよう！

ふんわりアクセルや、アイドリングストップ、相乗りなど人
にも地球にも優しい運転をしよう。

その3 集まるときの買い出しは・・・
買い出しの際は、マイバッグを使おう！
レジ袋をごみにしないためにも
マイバッグを持ち歩こう。

その4 集まるときの服装は・・・　
手袋、マフラー、上着をもちあるこう！
体の先端を温めると、体を冷やさずに室内に
入れます。また、室内が寒いときも上着を着て
暖房の設定温度を20℃ に設定しましょう。

集まれば“うちエコ” ！ （7つの実践）

“うちエコ”についてもっと知りたい！

平成19年11月のごみ排出量

1人1日あたり926g（前年同月比4 g増）
※昨年同月より増加しています。
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県内最後の冬季分校閉校
雪で冬季間の通学が困難なため開校し

てきた萩野小学校二枚橋冬季分校は、市

営バスの運行で通学手段が確保された

ことにより閉校となりました。昭和23年から

59年間開校してきた冬季分校には約160

人の児童が通い、三世代にわたり在籍し

た家族もいました。閉校式には、分校で学

んだ児童や地区住民、歴代の教職員が

集まり、分校での思い出が語られました。

泉田フェスティバル
泉田地区の人たちの手づくりで行われる

「第10回泉田フェスティバル」が開催され

ました。保育所の幼児による太鼓演奏、青

年団の素人演芸、愛好会の民謡披露、新

庄まつり囃子演奏、小学生たちによる泉

田の特産品のピーアールや昔語り、ダンス、

創作劇など、多彩な催しが行なわれまし

た。参加者たちは、日ごろの活動の成果

をおおいに披露しました。

食育・地産地消フォーラム
食育や地産地消への理解を深めようと、

新庄・最上「食育・地産地消フォーラム」

が開催されました。基調講演で食育コー

ディネーター・大村直己さんは、食の基本

は、ご飯と1汁2菜・地産地消と旬産旬消・

“いただきます、ごちそうさま”の感謝の気

持ちであり、子育ての基本は、早寝・早起

き・朝ごはんであると語りました。

市に善意の寄付
【阿部英男さん（末広町）】市政運営に役

立てほしいと300万円を市に寄付いただき

ました。【駅前通り商店会（茅野博理事

長）】「ふれあい青空市」でのチャリティー

バザーの収益金を、子どものための福祉

行政に役立ててほしいと市に寄付いただ

きました。温かな善意に感謝しながら、大

事に使わせていただきます。

▲59年間の歴史に幕。萩野小学校二枚橋冬季分校閉校式（12月2日／大地会館）

▲第10回泉田フェスティバルで泉田小6年生が創作民話「注文の多い料理店」を披露（12月2日／ゆめりあ）

▲新庄・最上「食育・地産地消フォーラム」での
基調講演（12月8日／市民プラザ）

▲阿部英男さんが300万円を市に寄付
　（12月12日）

▲おしゃべり音楽会Ⅵ「吉岡孝悦マリンバコン
サート」（11月23日／雪の里情報館）

▲駅前商店会主催の青空市での収益金を市
に寄付（12月12日／市役所）
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▲障害者と健常者の交流を目的に開催された「一歩一歩フェスタ2007」（12月7～8日／ゆめりあ）

▲200７クリスマス・イブイブイブお楽しみ会で幼稚園児が演劇を披露（12月22日／ゆめりあ）

てえたたを光栄
■あじさい表彰
沼澤孝人（住吉町）五十嵐敏三（北本町）伊藤光
（大手町）／歯科校医を務めるなど児童生徒の健
康増進と市勢の発展に貢献、門脇俊一（常葉町）
／市の嘱託医を務めるなど市民の健康増進と市
勢の発展に貢献、長澤正機（小田島町）／市史編
集委員を務めるなど地域文化の振興と市勢の発
展に貢献
■あじさい感謝
伊藤良一（蛇塚）森利夫（大手町）／農業協力員
として地域農業の推進に尽力、柏倉義武（小田島
町）金田とき江（往還）高桑喜雄／民生委員・児童
委員として地域福祉の充実に尽力、伊藤和彦（市
野々）／消防団部長として災害防護の充実に尽力、
小松正男（若葉町）／都市公園への遊具施設の
寄贈により、施設の充実と児童健全育成に貢献、
新庄観光協会／市の観光イベントの運営等を通し
て、市観光事業の発展、広域化に寄与
■平成19年中に叙勲等の栄に浴された方々
【叙勲・褒章】岸秀雄（大手町）／旭日双光章（公
衆衛生功労）、齋藤健一（月岡）／瑞宝双光章（消
防功労）全国防犯協会連合会防犯栄誉銅章、庄
司ハマ子（上金沢町）／瑞宝単光章（職業紹介功
労）、矢口玲子（城南町）／藍綬褒章（更正保護功
労）、矢口隆一（大手町）／瑞宝小綬章（教育功
労）【自治功労関係】佐藤悦子（川西町）清水清秋
（宮野）柴田忠志（万場町）下山准一（東山町）／
全国市議会議長会表彰、笹木透（赤坂）長澤貢治
郎（福田）／農林水産大臣感謝状【市民・福祉功
労関係】矢作清美（新松本町）／山形県老人福祉
功労者知事感謝状、中野修一（石川町）／エイジ
レス章（エイジレス・ライフ実践者内閣府表彰） 
橋道子（栄町）梅本智子（桜通り東）遠藤弘（城西
町）／社会福祉功労者知事表彰、仙台栄治（本合
海）／消防庁長官表彰（永年勤続功労章）、亀井
雅人（中山）柿  浩之（角沢）／日本消防協会長
表彰（功績章）、松田慎一郎（荒小屋）西村充（上
西山）佐藤誠志（飛田）鶴巻浩美（昭和）／日本消
防協会会長表彰（精績章） 、学校法人金沢学園金
沢幼稚園／県交通安全対策協議会会長表彰、五
十嵐キヨ子（桜通り東）県警察本部長・県交通安
全協会長連名表彰、平向岩雄（桜通り東）／警察
庁長官・全日本交通安全協会会長表彰（交通栄
誉章緑十字銀賞）【産業・経済功労関係】三原誠
（小泉）／やまがたフラワーフェスティバル2007花
き品評会農林水産大臣賞、渡邊繁五郎（北本町）
／厚生労働大臣表彰職業訓練功労賞【教育・文
化功労関係】日新バドミントンスポーツ少年団／
生涯スポーツ優良団体表彰(文部科学大臣表彰)
■第29回新庄市総合体育大会（1位のみ掲載）
【サッカー】Aブロック沼田北辰サッカースポ少Bブ
ロック泉田サッカースポ少【柔道】男子／小学1・2

高

崎辞

年生阿部拓馬（新庄地区錬成会）同3・
4年生滝田壮一朗（日新柔道）同5・6年
生武田暉（新庄地区錬成会）中学生団
体日新女子／小学1・2年生小野優華
（新庄地区錬成会）同3・4年生福嶋佳
愛（神室柔道）同5・6年生森遥香（日新
柔道）中学生個人伊藤美由希（日新）
【剣道】男子／小学4年生以下 橋巧
輝（新庄地区錬成会）同5年生以上阿
部大輔（新庄地区錬成会）高校生滝沢
光（新庄北）一般志賀浪拓（円満寺町）
女子／小学5年生以下松田留美（東山
錬成会）同5年生以上 橋あかね（新庄
地区錬成会）高校生二戸美咲子（新庄
神室産業）一般中嶋真理子（堀端町）
【野球】BK（新庄地区野球連盟）【弓
道】一般橋本久金的清水上健一（川西
町）花的橋本久【合気道】奨励賞柿崎
貴均（沼田小）笹壁菜摘（沼田小）【自
転車】男子／一般堤光一（五日町）高
校生丹祐輔（新庄神室産業）渡辺裕太
郎（新庄神室産業）中学生加藤拓朗
（明倫）小学生高学年吉田和志（沼田）

高

高

女子／一般八鍬素子（升形）小学生低
学年加藤理都（沼田）【クレー射撃】ト
ラップSクラス渡部市太郎（クレー射撃
協会）Bクラス千葉天一（クレー射撃協
会）スキートAクラス栗田広好（クレー射
撃協会）Bクラス井上正勝（クレー射撃
協会）総合星川三紘（クレー射撃協会）
■第44回新庄市読書感想文コンクール
最上育英会賞佐藤梨穂（升形小）本間
千聡（日新中）渡辺もも（新庄北高）優
秀賞【小学校の部】奥山亜美（升形）小
関隆太郎（北辰）八鍬朋和（新庄）青木
海結（日新）青木桃香（昭和）松田莉奈
（日新）藤田真帆（新庄）滝田崇人（日
新）阿部奏音（沼田）伊藤清十郎（昭
和）【中学校の部】岡田美姫（明倫）笹
原裕葵（日新）笹秀史（日新）奥山麻美
（萩野）伊藤彩香（日新）【高等学校の
部】山口明里（新庄南高）
■山形県川をきれいにする図画
【ポスターの部】特選鶴巻知子（新庄
小）【川景の部】特選永澤和嵩
（新庄小）
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです
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��　
―

6
2
1
1

23

か
ら
だ
の
中
か
ら
ス
リ
ム
教
室

▼
と
き 
1
月　

日
�
、　

日
�
、

18

29

2
月　

日
�
午
前
9
時　

分
〜

13

30

　

時　

分 
▼
内
容 
内
臓
脂
肪
を

11

30

減
ら
す
コ
ツ
と
運
動
、ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
調
理
と
試
食

骨
コ
ツ
貯
金（
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
）

▼
と
き 
1
月　

日
�
午
前
9
時

31

　

分
〜
午
後
2
時

30▼
内
容 
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の

話
と
調
理
実
習
、試
食

▼
材
料
代 
5
0
0
円

※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、申

し
込
み
は
実
施
日
の
2
日
前
ま
で 

�
健
康
課
健
康
推
進
室

�
内
線 
5
1
4

　

地
域
の
児
童
、保
護
者
、お
年
寄

り
を
対
象
に
遊
び
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
す
。

▼
と
き 
1
月　

日
�
午
前
9
時

26

　

分
〜
正
午

30▼
と
こ
ろ 
北
新
町
団
地
集
会
所

▼
材
料
代 
3
0
0
円 

�
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
こ
ん
ぺ
い
と
う

��　
―

2
3
0
1

29

▼
対
象 
小
学
4
年
生
以
上（
先
着

　

人
）

20▼
と
き 
1
月　

日
�
、　

日
�
、

26

27

2
月
2
日
�
午
後
3
時　

分
〜

30

8
時　

分
30

▼
と
こ
ろ 
市
民
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費 
2
、0
0
0
円（
保
険

料
別
途
）

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で 

22

�
新
庄　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21

事
務
局 

��　
―

0
6
8
1

22

▼
対
象 
成
人　

人
程
度

25

▼
と
き 
1
月　

日
�
午
前
9
時

28

　

分
〜
正
午

30▼
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▼
講
師 
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
総

料
理
長　

丹
野
嘉
彦
さ
ん

▼
材
料
代 
1
、0
0
0
円

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で 

23

�
農
林
課
農
林
振
興
室

�
内
線 
2
6
2

　

平
成　

年
度
に
緑
環
境
税
を
活

20

用
し
た
森
づ
く
り
活
動
を
行
う
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間 
1
月　

日
�
〜
2

28

月　

日
�
ま
で

22
▼
活
動
内
容 
平
成　

年
度
に
実

20

施
す
る
取
組
み

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

�
農
林
課
農
林
振
興
室

   

�
内
線 
2
6
9

　

新
年
度
入
学
予
定
の
幼
児
を
対

市
民
活
動
交
流
ひ
ろ
ば

「
ぷ
ら
っ
と
」か
ら
の
お
知
ら
せ

少
子
化
対
策
地
域
親
子
交
流
事
業

�
ふ
れ
あ
い
広
場
�参
加
者
募
集

最
上
伝
承
野
菜
を
使
っ
た

ラ
ン
チ
を
作
ろ
う

小
学
校
一
日
体
験
入
学

灯油購入費を
支援します

　原油価格の高騰により大きく影響を受
ける低所得世帯を対象に灯油購入費を
支援します。
○対象 世帯主および生計をともにして
いる世帯員全員が住民税非課税者の
世帯で、申請日現在で次のいずれかに
該当する世帯（施設入所者は非該当）
①老齢福祉年金受給者がいる世帯（年
金証書に「形い」「形ほ」が記載されてい
る年金）
②75歳以上の一人暮らしまたは70歳以
上の高齢者で構成される世帯で、75歳
以上の方が1人以上いる世帯
③障がい基礎年金受給者がいる世帯ま
たは特別障がい給付金を受けている世
帯（障がい厚生年金や障がい共済年金な
ど他の年金の上乗せがない年金が対象
です）
④特別障がい者手当または障がい児福
祉手当受給者がいる世帯
⑤特別児童扶養手当または児童扶養手
当受給者がいる世帯
⑥18歳未満の子どもがいる父子世帯
⑦生活保護世帯
○申請受付期間 1月15日�～2月15
日�の平日午前8時30分～午後5時15
分（1月中は午後7時まで受付します）
○申請時に必要な物 印鑑、該当世帯
が①と③の人は年金証書
○給付額 1世帯4,500円（1,500円券3
枚綴りの灯油助成券）
◎詳しくは、福祉事務所生活支援室へ。

   �内線541・543

市
民
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

健
康
教
室
の
ご
案
内

み
ど
り
環
境
公
募
事
業

森
づ
く
り
活
動
団
体
募
集

終日全面通行止め
○とき 1月18日�午前8時30分～2月
17日�午後5時
終日片側交互通行（4トン車以上通行不可）
○とき 2月18日�午前8時30分～2月
24日�午後5時
○規制場所 戸沢村名高地内「戸沢橋」
○迂回路 国道47号をご利用ください
◎詳しくは、最上総合支庁建設部へ。 �29-1403

主要地方道新庄戸沢線「戸沢橋」
通行規制のお知らせ

市民映画劇場
「恋空」 1月26日�

「ALWAYS続三丁目の夕日」 1月27日�
●①午前10時30分～、②午後2時～ ●市民プラザ大ホール
●前売�一般1,300円、3歳～中学生800円
◎プライマルプロジェクト事務局 �22-6155
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お・知1 月の

象
に
し
た
「
一
日
体
験
入
学
」
が
各

校
を
会
場
に
実
施
し
ま
す
。詳
細

は
各
小
学
校
か
ら
保
護
者
に
事
前

に
連
絡
し
ま
す
。

▼
と
き 
2
月　

日
�� 

14

�
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

 

�
内
線 
4
4
7

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

満　

歳
以
上
の
介
護
保
険
の
認

65

定
を
受
け
て
い
る
人
で
、障
が
い
者

に
準
ず
る
程
度
の
方
に
、申
請
に
よ

り
、介
護
認
定
資
料
の
一
部
の
内

容
に
基
づ
い
た
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確
認
書

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
で
、昨
年
ま
で
お
む
つ
代
の
医

療
費
控
除
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

お
む
つ
使
用
の
状
態
が
継
続
し
て
い

る
場
合
、申
請
に
よ
り
、介
護
認
定

内
容
の
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、初
め
て
こ
の
医
療
費
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、所
得
税
や
市
・
県
民

税
の
申
告
に
使
え
ま
す
が
、昨
年

中
の
医
師
の
受
診
が
必
要
で
す
。  

�
福
祉
事
務
所
高
齢
障
害
支
援
室 

�
内
線 
5
5
2
・ 
5
5
3

▼
受
付
期
間 
2
月
1
日
�
〜　
14

日
�

▼
受
付
場
所 
福
祉
事
務
所
児
童

支
援
室 
▼
提
出
書
類 
【
新
規
登

録
者
】①
登
録
参
加
申
込
書
②
代

表
者
身
分
証
明
書（
写
）、法
人
の

場
合
は
登
記
事
項
証
明
書
③　

年
18

度
納
税
証
明
書
④
印
鑑
証
明
書
、

【
現
在
登
録
者
】①
登
録
参
加
申

込
書
②　

年
度
納
税
証
明
書  

18

�
福
祉
事
務
所
児
童
支
援
室

�
内
線 
5
4
4

▼
種
目 
2
等
陸
・
海
・
空
士
／　
18

歳
〜　

歳
未
満

27

▼
受
付
期
間 
1
月　

日
�
ま
で

22

▼
試
験
日 
1
月　

日
� 

27

�
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

��　
―

5
0
5
7

22

　

老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
は
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
納
め
た

月
数（
最
大
4
8
0
月
）に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。毎
月
納
期
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。な
お　

歳
60

か
ら
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
受

給
資
格
が
得
ら
れ
る
場
合
や
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。  

�
新
庄
社
会
保
険
事
務
所

��　
―

2
0
5
0

22

　

事
業
用
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
告
期
限 
1
月　

日
�  

31

�
税
務
課
資
産
税
室�

内
線 
1
4
4

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組

み
と
し
て
県
内
の
た
ば
こ
自
動
販

売
機
は
、5
月
か
ら
成
人
識
別
式

に
な
り
、利
用
す
る
と
き
に
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド「tasp

o

（
タ
ス
ポ
）」が
必
要

に
な
り
ま
す
。2
月
か
ら
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

▼
臨
時
申
込 
2
月
3
日
�
午
前

　

時
〜
午
後
3
時
／
ゆ
め
り
あ  

10��taspo

ダ
イ
ヤ
ル

��
0
1
2
0
―

2
2
2
―

1
8
0

催しなど

新庄少年少女合唱団第１７回演奏会
●1月26日�午後2時開演
●市民文化会館大ホール

●汽車ポッポ、よわむしなおばけほか
※新庄・沼田・日新小の合唱部・新吹ジュニア友情出演 

◎わくわく新庄・東海林 �23-0197

自
衛
官
募
集

 
�会場 市民文化会館小ホール
�受付時間 午前9時～午後3時
 1日��東山町、三吉町、三吉新町、末広町、

南末広町、本宮町、拓生、大谷地
 4日��日の出町、野際町、玉の木町、

玉の木新町、梨ノ木、仁間、福田
 5日��松枝、松本、新松本、幸町
 6日��鉄砲町、金沢新町、上金沢

町、下金沢町、金沢1～7
 7日��鳥越、駒場、二ツ屋、稲崎、休

場、市野々
 8日��柏木山、角沢、松本団地、清

水、芦沢
12日��泉田1～5､泉田駅前
13日��二枚橋、仁田山1・2、往還､

往還新町、横根山、横根山東
14日��桜通り東・西、旭通り、柏木原、赤坂
15日��萩野1～4、土内
18日��吉沢、黒沢
19日��昭和1～5、塩野、宮野、福宮、長坂
20日��本合海1～8、畑
21日��升形上1・2、升形下1・2、升

形3～5、前波
22日��下西山、谷地小屋、あたご町
25日��大手町、小田島町、小桧室

団地、桧町
26日��関屋、大福田、城西町 、城南町
27日��中川原、野中、泉ケ丘、若葉

町、多門町
28日��新田、飛田、庚申、蛇塚、上

野、大町、下田町
29日��梅ヶ崎、一本柳、中山、本町、

堀端町
◎申告期間中に市役所での申告相
談はできません。3月の日程について
は、後日掲載します 。詳しくは、税務課
課税室へ。  �内線142・143

 
�とき  1 月 1 9 日�午前9時30分 ～午後3時30分
�ところ 保健センター（歴史センター向かい）
�主催 新庄ライオンズクラブ 、新庄
ニューセンチュリーライオンズクラブ
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。  �内線516

2月の市・県民税申告相談

献　　血

　

年
度
保
育
所
・
神
室
荘

20給
食
材
料
納
入
希
望
者
の
登
録

税
の
障
害
者
控
除
と

お
む
つ
代
医
療
費
控
除

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金

任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

自
販
機
で
の
た
ば
こ
購
入
に

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
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郷
土
の
歴
史 

　

わ
た
し
た
ち
の
国
際
理
解

　

六
年　

奥
山　

諒
平

　

ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、英
語
の
学
習

や
、外
国
の
小
学
校
と
の
交
流
を
し
て
い

ま
す
。三
年
前
に
は
、外
国
の
先
生
方
が

新
庄
小
学
校
を
訪
れ
、ぼ
く
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。

　

英
語
の
学
習
は
、一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ぼ
く

も
、低
学
年
の
頃
か
ら
英
語
の
学
習
を
し

て
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
学
生
さ

ん
や
、新
庄
市
に
住
ん
で
い
る
パ
ト
リ
シ
ア

先
生
、中
学
校
の
先
生
な
ど
た
く
さ
ん
の

先
生
か
ら
英
語
の
単
語
や
文
章
を
習
い
ま

し
た
。英
語
を
使
っ
た
買
い
物
の
学
習
や
ゲ

ー
ム
を
取
り
入
れ
た
活
動
な
ど
楽
し
く
学

習
し
て
い
ま
す
。

　

新
庄
小
学
校
は
、マ
ル
タ
共
和
国
の
ナ

ド
ゥ
ー
ル
小
学
校
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
や
、図
工
・
書
写

な
ど
の
作
品
を
交

換
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、お

互
い
の
学
校
を
も
っ

と
わ
か
り
合
え
る
よ

う
に
、交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

― わたしたちの学校自慢・学校紹介 ―

　

源
頼
朝
か
ら
、直
轄
領
の
出
羽
の
支

配
の
た
め
、東
根
の
荘
園（
小
田
島
荘
）

に
地
頭
と
し
て
任
じ
ら
れ
た
有
力
御

家
人
・
中
条
氏
の
子
孫
は
、後
に
小
田

島
氏
と
称
し
て
か
の
地
に
土
着
し
た

と
言
わ
れ
、南
北
朝
時
代
の
正
平
十
一

年（
一
三
五
六
）、 普  
光  
寺 （
東
根
）に
奉

ふ 

こ
う 

じ

納
し
た
巨
鐘（
小
田
島
氏
の
名
が
刻

銘
）が
今
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
小
田
島
氏
が
、や
が
て
山
形
に

入
っ
た 
北  
朝  
方 
の
武
将
・ 
斯  
波 
氏（
後

ほ
く 
ち
ょ
う 
が
た 

し 

ば

の
最
上
氏
）に
追
わ
れ
て
、新
庄
の
鳥

越
山（
現
在
、鳥
越
八
幡
神
社
の
あ
る

山
）に
移
っ
た
と
い
い
、当
地
方
は
同

氏
に
よ
っ
て「
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
村

（
荘
）」と
い
う
意
味
で「
新
庄
」の
名
が

つ
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
の
こ
ろ（
南
北
朝
の
争
乱

の
中
）の
書
状
に
、「
鮭
延
」と
い
う
地

名
が
出
て
来
る
が
、こ
れ
は
鮭
川
の

中
・
下
流
域
辺
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。さ
ら
に
同
じ
こ
ろ
の
別
の
記
録

に
、本
合
海
の
こ
と
が「
羽
州
鮭
延
郷

⑩
「
新
庄
」
と
「 
鮭  
延 
」

さ
け 
の
べ

―
地
名
・
氏
名
あ
れ
こ
れ

　

や
っ
た
ぞ「
環
境
大
臣
賞
」

　

六
年　

齊
藤　

充

　

四
年
前
か
ら
環
境
美
化
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、紙
・
水
・
電
気
の
節
約
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
、町
内
の
ゴ
ミ
拾
い

活
動
や
近
く
を
流
れ
る
指
首
野
川
の
清

掃
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。指
首
野
川

を
よ
り
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、水
質
調

査
や
、生
息
す
る
生
物
に
つ
い
て
調
べ
た

学
年
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
実
を
結
び
、今
年

度
散
乱
防
止
活
動
部
門
最
優
秀
校
・
環
境

大
臣
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
れ
も
、先
生
方
や
保
護
者
、

地
域
の
方
々
の
指
導
と
協
力
を
受
け
な

が
ら
、全
校
児
童
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
き
た
お
か
げ
で
す
。こ
れ
か
ら

も
、環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

自
分
た
ち
の
学
校

や
町
が 
生 
活
し
や 
す

く
、 き
れ
い
に
な
る
た

め
に
、自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
一
つ
一

つ
積
み
上
げ
て
い
き

た
い
と
、決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　

歌
声
の
響
く
学
校

　

六
年　

鎌
田　

真
優

　
「
歌
声
の
響
く
学
校
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
歌
に
親
し
み
、

学
校
全
体
か
ら
歌
声
が
響
く
学
校
を
め

ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
の
会
で
は
、月
ご
と
に
決
ま
っ
た
歌

を
歌
い
、歌
声
と
と
も
に
一
日
を
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、あ
じ
さ
い

集
会
や
合
唱
祭
、も
み
の
木
お
別
れ
会
な

ど
学
年
ご
と
に
練
習
し
た
成
果
を
発
表

し
合
っ
て
、歌
声
を
通
し
全
校
の
み
ん
な

が
交
流
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、東
北

音
楽
研
究
会
が
新
庄
小
学
校
を
会
場
に

行
わ
れ
、全
校
の
み
ん
な
の
歌
声
が
体
育

館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

伝
統
あ
る
合
唱
部
で
は
、合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
、練
習
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、昨
年
度
は
金
賞
、今
年
度
は
銀
賞

を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、全

校
の
み
ん
な
の
心

を
一
つ
に
し
て
、

「
歌
声
の
響
く
学

校
」を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

「いのち輝く新庄　もみの木教育プラン21」（平成
17年度策定）の具現化をめざし、市内各校が進め
ている学校づくりを子どもたちの視点で紹介します。

題字　6年 早坂郁人

▲左から鎌田さん、齊藤さん、奥山さん、
早坂さん

わたしたちが編集しました ！
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　  .........................................うるまでるび
�ふしぎの森のヤーヤー思い出のたんじょう日
　  ........................................内田麟太郎
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�おまじないつかい  ...........なかがわ ちひろ
��14ひきのもちつき  ...........いわむら かずお

新着図書

　さまざまな絵本や物語で大活躍している今年の干支
「ねずみ」がテーマです 。宝のやまに案内したり、とんちをきか
せてネコをやりこめたり、面白いはなしがいっぱいあります 。

合
海
村
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、現
在
の
最
上
郡
の
う
ち
、真
室
川

町
・
鮭
川
村
・
戸
沢
村
、そ
し
て
新
庄
市

の
一
部
を
含
む
広
範
な
地
域
が「
鮭

延
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る

（
こ
れ
よ
り
百
年
後
の
文
書
に
は
、「
サ

カ
ノ
フ
」と
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
）。

　

昔
の
豪
族
た
ち
は
、新
し
い
領
地
に

住
み
着
い
た
時
、そ
の
土
地
の
地
名
を

氏
名
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。中
条

氏
が
小
田
島
氏
に
、斯
波
氏
が
最
上
氏

に
な
る
の
も
こ
の
例
で
あ
る
。東
根
か

ら
新
庄（
鳥
越
）に
来
た
小
田
島
氏
は
、

鳥
越
氏
と
も
称
し
て
お
り
、ま
た
、後

に
真
室
城（
真
室
川
町
）を
拠
点
と
す

る
戦
国
時
代
の
武
将
・
佐
々
木
氏
も
、

鮭
延
氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。

今月のおすすめ

BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～ 

『モンスターマザー世界は
｢わたし｣でまわっている』

石川 結貴  著
　延べ3千人の母親を取材して浮か
び上がった「がんばる母親」と「がん
ばらない母親」。彼女たちが「君臨」する家
庭の中で何が起きているのか。具体的に解説します。

● 今月のテーマ展示 ●

「 ねずみ 」

楽しみながら共育（ともいく）しようよ！
そして、一緒に遊ぼう！

～平成19年度新庄市協働モデル事業～

園
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
。子
育
て
に
関
わ
る

大
人
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
か
ら
は
、「
子
ど
も
と
ふ
れ

合
う
こ
と
で
優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
」

「
自
宅
で
も
実
践
し
た
い
」な
ど
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
も
、子

育
て
支
援
団

体
と
子
育
て

支
援
セ
ン
タ

ー
が
連
携
し

た
取
り
組
み

を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
）

ー
ク
ル
ラ
ン
ド
の
渡
辺
裕
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、お
手
玉
を
使
っ
て
体
を
動
か

す
遊
び
や
、わ
ら
べ
歌
を
心
臓
の
鼓
動

に
合
わ
せ
て
う
た
う
と
子
ど
も
が
安
心

す
る
こ
と
な
ど
を
親
子
で
一
緒
に
学
び

ま
し
た
。

　

午
後
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、子

ど
も
へ
の
接
し
方
や
、睡
眠
の
大
切
さ
な

ど
に
つ
い

て
の
講
義

が
あ
り
、

「
共
育
」と

は
、
親
と

子
が
共
に

成
長
し
、

さ
ら
に
家

庭
、
保
育

所
・
幼
稚

　

親
も
子
ど
も
も
共
に
成
長
し
、わ
ら

べ
歌
や
語
り
な
ど
の
遊
び
を
通
し
て
子

育
て
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と

「
楽
し
み
な
が
ら
共
育（
と
も
い
く
）し

よ
う
よ
！
そ
し
て
、一
緒
に
遊
ぼ
う
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、平
成
十
九
年
度
新
庄

市
協
働
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
、託

児
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
き

ら
き
ら
と

市
子
育
て

支
援
セ
ン

タ
ー
が
連

携
し
行
い

ま
し
た
。

　

や
ま
が

た
育
児
サ

●開館時間
　午前10時～午後6時
●休館日�毎週月曜日
◎市立図書館��22-2189

蔵書検索
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隠明寺凧絵版木は、旧新庄藩士・隠明寺勇象（弘化4年～大正4年）
が明治時代の初め、士族の内職として版木を彫り刷った凧を販売した
ときのものである。版木はおもにサクラ材を使用して全部で12点32
面ある。絵柄は武者や桃太郎など江戸錦絵の系統に属しているとい
われ、般若の絵柄が特に有名である。版木より生まれる凧絵は、外側
の線を墨で刷り内側を筆で彩色する独特の方法である。その凧の骨
組みは障子張りの手法を用い、風に乗りやすいように特別な工夫がほ
どこされている。また、隠明寺凧絵を集めた新春企画展が、県立博物
館で2月17日まで開催されている。（版木所蔵／隠明寺富子さん）

伊勢神宮の流れをくむ鳥越神楽は、厄払いや豊作祈願の舞として地区に伝えられて
きました。かつては、正月 、5月（田植え前） 、9月（稲刈り前）に地区内の家 を々回り
舞っていましたが、今では、正月と8月 （旧盆）に保存会が公民館で披露しています 。
このたび 、約400年来の獅子頭を新造したことから、 初の試みとして、元旦に鳥越八
幡神社特設舞台で「初舞」｢福舞｣「長獅子舞」が初詣客に披露されました。

新年に
願いをこめて

～鳥越神楽（市指定
無形民俗文化財）～

���月末現在の新庄人
40, 086人 （40,607人 ）

20, 892人 （21,128人 ）女

19,194人（19,479人 ）男

13,476世帯（13,465世帯）世帯数

11月の異動

20人（19,831人）出　生

39人（19,835人）死　亡

62人（19,879人）転　入

69人（19,874人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

表　　紙
の

写　　真

�

見・所・探・訪

 隠  明  寺 凧絵版木
おん みょう じ

～県指定有形民俗文化財～

　

和
紙
の
上

に
油
絵
具
で

描
い
た
珍
し

い
一
点 
。  
グ

レ
ー
地
に
白

と
黒
の
絵
具

で
力
強
く
母

子
像
を
と
ら

え
て
お
り
、

単
純
化
し
た

線
が
そ
れ
を

一
層
際
立
た

せ
て
い
る
。三

角
の
笠
と
被

り
物
は
、農

作
業
の
休
憩

中
で
あ
ろ
う

か 
。  
三
人
の

こ
ど
も
た
ち
と
無
心
に
遊
び
、あ
や
す
様
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。親
子
の
ま
わ
り
を
囲
む
、旗
の
よ
う
な
赤
・
黄
・
緑
の
踊
る 
筆  
致 
が
、

ひ
っ 

ち

全
体
を
お
さ
え
た
色
彩
の
中
で
と
り
わ
け
印
象
的
だ
。今
回
寄
贈
さ
れ

た
作
品
群
の
う
ち
、母
子
を
描
い
た
も
の
は
十
七
点
。な
か
で
も
こ
の
絵

の
持
つ
、独
特
の
色
づ
か
い
に
は
確
か
に
魅
了
さ
れ
る
。

～新庄市名誉市民近岡善次郎寄贈絵画シリーズより・その１～

『
東
北
母
子
』 （
Ｆ 　
 
号
）

12
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